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主 な 記 事 
市職員・消防職員を募集します 2面 
今月は人権強調月間 3面 
国民健康保険税は大切な財源 4面 
成人のつどい実行委員を募集 5面 
やさしい市役所に 8面 
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古紙配合率100％再生紙を
使用しています

戦
争
資
料
な
ど

戦
争
資
料
な
ど
を
展
示

を
展
示
 

戦
争
資
料
な
ど
を
展
示

日
時
＝
８
月
９
日
�
午
前
１０

時
〜
正
午

場
所
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー

ル

平
和
の
つ
ど
い
 

平
和
の
つ
ど
い

内
容
＝
▼
沖
縄
県
知
事
や
広

島
・
長
崎
両
市
長
か
ら
の
平
和

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
紹
介
▼
平
和
関

連
映
画
の
上
映
（
タ
イ
ト
ル
…

核
の
な
い
２１
世
紀
を
〜
ヒ
ロ
シ

るさとの思い出 ふるさとの思い出 ふるさとの思い出 

京
田
辺
夕
涼
み
の
つ
ど
い
実

行
委
員
会
は
「
真
夏
の
祭
典
」

「
納
涼
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

と
し
て
お
な
じ
み
の
「
京
田
辺

夕
涼
み
の
つ
ど
い
」
を
開
き
ま

す
。

同
つ
ど
い
は
、
新
旧
住
民
の

融
和
と
親
睦
・
ふ
る
さ
と
京
田

辺
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
を
目
的
に
開
催
。
お
盆
の
夏

の
夜
を
楽
し
く
過
ご
し
て
い
た

だ
い
て
、
ふ
る
さ
と
京
田
辺
の

思
い
出
の
ひ
と
コ
マ
と
し
て
く

だ
さ
い
。

花
火
の
打
ち
上
げ
や
多
数
の

夜
店
が
出
店
し
ま
す
。
ご
家
族

お
そ
ろ
い
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。日

時
＝
８
月
１６
日
�
午
後
６

時
か
ら
（
小
雨
決
行
）

場
所
＝
田
辺
高
等
学
校
西
側

馬
坂
川
畔

問
合
せ
先
＝
京
田
辺
夕
涼
み

の
つ
ど
い
実
行
委
員
会
（
産
業

振
興
課
内
、
�
６４
・
１
３
６
４
）

平

和

展
 

平

和

展
 

日
時
＝
８
月
９
日
�
〜
１５
日

�
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時
（
た

だ
し
、
９
日
�
は
午
後
１
時
か

ら
で
す
）

場
所
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー

ル
問
合
せ
先
＝
平
和
都
市
推
進

協
議
会
事
務
局
（
総
務
課
内
、

�
６４
・
１
３
２
６
）

マ
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
）

問
合
せ
先
＝
平
和
都
市
推
進

協
議
会
事
務
局
（
総
務
課
内
、

�
６４
・
１
３
２
６
）

期
間
＝
８
月
１
日
�
〜
１５
日

�
。
た
だ
し
、
６
・
１３
日
�
は

除
き
ま
す
。

時
間
＝
午
前
１０
時
〜
午
後
６

時
。
た
だ
し
５
・
１２
日
�
は
午

後
５
時
ま
で
で
す
。

【
中
央
図
書
館
】

内
容
＝
「
平
和
な
世
界
を
つ

く
る
に
は
―
兵
器
は
本
当
に
必

要
か
？
―
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

図
書
の
展
示

問
合
せ
先
＝
中
央
図
書
館

（
�
６５
・
２
５
０
０
）

【
北
部
住
民
セ
ン
タ
ー
図
書

日
時
・
タ
イ
ト
ル
＝
▼
８
月

１０
日
�
午
後
１
時
３０
分
か
ら
・

風
が
吹
く
と
き
▼
１１
日
�
午
前

１０
時
３０
分
か
ら
・
ひ
め
ゆ
り
の

塔
場
所
＝
中
央
図
書
館

問
合
せ
先
＝
中
央
図
書
館

（
�
６５
・
２
５
０
０
）

室
】内

容
＝

「
映
画
・

ド
ラ
マ
に

な
っ
た
戦

争
の
本
―

戦
争
を
知

る
き
っ
か

け
に
―
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
図

書
の
展
示

問
合
せ
先
＝
北
部
住
民
セ
ン

タ
ー
（
�
６３
・
７
９
５
５
）

資
料
・
書
道
展

図

書

展

平
和
映
画
会

16日 馬坂川畔で夕涼みのつどい 市役所前に世界平和を願って設
置された「平和モニュメント」

今
年
も
不
幸
な
出
来
事
を
物
語
る
資
料
や
パ
ネ
ル
展
示
が
行

わ
れ
る
（
昨
年
の
平
和
の
つ
ど
い
）

平
和
の
大
切
さ
を
後
世
へ

多くの人で賑わう昨年の夕涼みのつどい（田辺高
等学校西側馬坂川畔周辺）
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平
和
都
市
推
進
協
議
会
な
ど
は
、
平
和
の
尊
さ
を
広
く
市
民
の
み
な
さ
ん
に
訴
え
、
後
世
に
伝
え
る
た
め
、「
京
田
辺
市

平
和
の
つ
ど
い
・
平
和
展
」
を
開
き
ま
す
。
平
和
の
つ
ど
い
で
は
、
沖
縄
県
知
事
や
広
島
・
長
崎
両
市
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
紹
介
し
、
平
和
関
連
映
画
を
上
映
。
ま
た
、
平
和
展
で
は
、
戦
争
な
ど
の
写
真
パ
ネ
ル
や
書
道
作
品
の
展
示
な
ど
を
行

い
ま
す
。

猛暑 夏が来た 猛暑 夏が来た 

広
島
で
被
爆
し
た
瓦
が
納
め
ら
れ
て
い
る
平

和
の
塔
（
市
役
所
玄
関
前
）

　
７
月

　
７
月
２０
日
の
「
海
の
日
」
に
ち
な
み

日
の
「
海
の
日
」
に
ち
な
み 

無
料
開
放
さ
れ
た
田
辺
公
園
プ
ー
ル
。

無
料
開
放
さ
れ
た
田
辺
公
園
プ
ー
ル
。 

朝
か
ら
真
夏
の
日
差
し
が
照
り
つ
け
、

朝
か
ら
真
夏
の
日
差
し
が
照
り
つ
け
、 

こ
の
日
の
最
高
気
温
は

こ
の
日
の
最
高
気
温
は
３５
・
７
度
（
消

・
７
度
（
消 

防
本
部
調
べ
）
べ
）。
一
日
中
、
大
き
な
浮

。
一
日
中
、
大
き
な
浮 

き
輪
や
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
で
遊
ぶ
子
ど
も

き
輪
や
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
で
遊
ぶ
子
ど
も 

た
ち
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

た
ち
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
７
月
２０
日
の
「
海
の
日
」
に
ち
な
み 

無
料
開
放
さ
れ
た
田
辺
公
園
プ
ー
ル
。 

朝
か
ら
真
夏
の
日
差
し
が
照
り
つ
け
、 

こ
の
日
の
最
高
気
温
は
３５
・
７
度
（
消 

防
本
部
調
べ
）。
一
日
中
、
大
き
な
浮 

き
輪
や
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
で
遊
ぶ
子
ど
も 

た
ち
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 
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よ
り
多
く
の
有
権
者
が
選

挙
に
参
加
し
、
国
民
の
政
治

参
加
を
一
層
拡
大
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
が
、
政
治

を
良
く
し
私
た
ち
の
生
活
を

良
く
し
て
、
民
主
政
治
を
発

展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、

さ
ら
に
選
挙
か
ら
不
正
、
腐

敗
を
な
く
し
、
金
や
情
実
に

左
右
さ
れ
な
い
、
私
た
ち
国

民
の
意
思
が
政
治
に
正
し
く

反
映
さ
れ
る
選
挙
で
あ
る
こ

と
、
つ
ま

り
明
る
い

選
挙
の
実

現
が
必
要

で
す
。

選
挙
に
は
金
が
か
か
る
と

い
う
話
を
よ
く
聞
き
ま
す
。

選
挙
の
た
び
に
買
収
、
供
応

な
ど
の
選
挙
犯
罪
が
起
き
た

り
、
ま
た
、
選
挙
期
間
中
の

選
挙
運
動
費
用
以
外
に
日
常

の
選
挙
区
内
の
有
権
者
と
の

お
付
き
合
い
の
た
め
の
費
用

も
毎
月
莫
大
な
金
額
に
の
ぼ

る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
選
挙
や
政
治
の
腐
敗
に
つ

な
が
り
ま
す
。

公
職
選
挙
法
で
は
、
選
挙

運
動
費
用
の
支
出
制
限
を
定

め
た
り
、
政
治
家
の
寄
付
行

為
に
つ
い
て
も
、「
贈
ら
な
い
」

「
求
め
な
い
」「
受
け
取
ら
な

い
」
と
い
っ
た
ル
ー
ル
が
定

め
ら
れ
て

い
ま
す
。

明
る
い

政
治
、
明

る
い
選
挙
の
実
現
の
た
め
に

は
、
法
の
規
定
だ
け
で
な
く
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
自
覚

と
協
力
も
ま
た
不
可
欠
で
す
。

消
防
本
部
は
、
平
成
１３
年
度

市
消
防
職
員
（
消
防
官
）
採
用

試
験
を
行
い
ま
す
。
採
用
予
定

人
数
は
若
干
名
で
す
。

【
受
験
資
格
】

昭
和
51
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
で
大
学
（
短
期
大

学
を
含
み
ま
す
）
を
卒
業
し
た

人
（
卒
業
見
込
み
の
人
を
含
み

ま
す
）、
ま
た
は
こ
れ
ら
と
同

程
度
の
学
力
を
有
す
る
人

身
体
的
条
件
＝
�
両
眼
と
も

裸
眼
視
力
０
・
６
（
裸
眼
視
力

が
０
・
１
以
上
０
・
６
未
満
の

人
は
矯
正
視
力
が
１
・
０
以

上
）
以
上
で
夜
盲
症
で
な
い
人

�
色
覚
が
正
常
で
あ
る
人
�
聴

力
言
語
が
正
常
で
あ
る
人
�
職

務
遂
行
上
、
身
体
に
支
障
が
な

選
挙
の
し
く
み

明
る
い
選
挙
の
実
現
B
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し
尿
収
集
の
日
程
を

ご
確
認
く
だ
さ
い

８
月
１３
日
�
〜
１６
日
�
ま
で

委
託
業
者
が
夏
期
休
暇
と
な

り
、
し
尿
収
集
業
務
が
休
業
と

な
り
ま
す
。

収
集
日
程
が
変
更
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
臨
時
収

集
は
お
早
め
に
委
託
業
者
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

委
託
業
者
＝
▼
城
南
衛
生
�

（
�
６２
・
１
８
６
５
）
▼
平
安

衛
生
開
発
�
（
�
６２
・
１
７
３

２
）
▼
伏
見
衛
生
（
�
０
７

職員を募集します 職員を募集します 職員を募集します 
受付は8月24日まで

触
れ
て
み
て
実
感
し
よ
う

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

府
農
業
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー

と
府
立
大
学
附
属
農
場
は
、
バ

イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
の
研

究
や
大
学
農
場
教
育
を
紹
介

し
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
こ

う
と
一
般
公
開
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
８
月
２４
日
�
午
前
１０

時
〜
午
後
４
時

場
所
＝
府
農
業
資
源
研
究
セ

ン
タ
ー
と
府
立
大
学
附
属
農
場

（
い
ず
れ
も
精
華
町
）

内
容
＝
▼
施
設
見
学
▼
講
演

会
▼
バ
イ
テ
ク
研
究
の
公
開
実

F
F
F
F
F
F
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F
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F
F
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F
F
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F
F
F
F
F
F
F
F
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平
成
13
年
度

市
は
、
平
成
１３
年
度
職
員
採

用
試
験
を
行
い
ま
す
。

募
集
す
る
職
種
は
、
事
務
職

員
、
技
術
職
員
（
土
木
・
建
築
）、

保
健
婦
〈
士
〉、
保
育
士
・
幼

稚
園
教
諭
で
す
。

採
用
予
定
人
数
は
、
技
術
職

員
（
建
築
）
と
保
健
婦
〈
士
〉

が
そ
れ
ぞ
れ
１
人
、
そ
の
ほ
か

の
職
種
は
そ
れ
ぞ
れ
若
干
名
で

す
。【

職
種
と
受
験
資
格
】

事
務
職
員
＝
昭
和
４９
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、

大
学
（
短
期
大
学
を
含
み
ま
す
）

を
卒
業
し
た
人
（
卒
業
見
込
み

の
人
を
含
み
ま
す
）、
ま
た
は

こ
れ
ら
と
同
程
度
の
学
力
を
有

す
る
人

技
術
職
員
（
土
木
）
＝
昭
和

４９
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
、
大
学
（
短
期
大
学
を

含
み
ま
す
）
の
土
木
工
学
科
系

を
卒
業
し
た
人
（
卒
業
見
込
み

の
人
を
含
み
ま
す
）、
ま
た
は

こ
れ
ら
と
同
程
度
の
学
力
を
有

す
る
人

技
術
職
員
（
建
築
）
＝
昭
和

４９
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
、
大
学
（
短
期
大
学
を

含
み
ま
す
）
の
建
築
学
科
系
を

卒
業
し
た
人
（
卒
業
見
込
み
の

人
を
含
み
ま
す
）、
ま
た
は
こ

れ
ら
と
同
程
度
の
学
力
を
有
す

る
人保

健
婦
〈
士
〉
＝
昭
和
３６
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

で
、
保
健
婦
〈
士
〉
の
資
格
を

有
す
る
人
（
資
格
取
得
見
込
み

の
人
を
含
み
ま
す
）

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
＝
昭

和
４６
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
で
、
保
育
士
の
資
格
お

よ
び
幼
稚
園
教
諭
の
免
許
を
有

す
る
人
（
取
得
見
込
み
の
人
を

含
み
ま
す
）

た
だ
し
、
い
ず
れ
の
職
種
も

地
方
公
務
員
法
第
１６
条
の
各
号

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は

受
験
で
き
ま
せ
ん
。

【
第
１
次
試
験
日
時
】

９
月
１６
日
�
午
前
９
時
か
ら

【
第
２
次
試
験
日
時
】

第
１
次
試
験
合
格
者
に
の
み

文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
申
込
書
の
交
付
期
間
】

８
月
１
日
�
〜
２４
日
�
。
た

だ
し
、
土
・
日
曜
日
は
除
き
ま

す
。【

申
込
書
の
受
付
期
間
】

８
月
１３
日
�
〜
２４
日
�
。
た

だ
し
、
土
・
日
曜
日
は
除
き
ま

す
。【

申
込
書
の
交
付
と
受
付
時

間
】午

前
８
時
３０
分
〜
正
午
と
午

後
１
時
〜
５
時

【
申
込
方
法
】

職
員
課
に
備
え
付
け
の
申
込

書
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
撮

影
６
か
月
以
内
の
写
真
（
正

面
・
脱
帽
・
上
半
身
・
縦
６

�
×
横
５
�
）
を
貼
り
、
最
終

学
校
の
卒
業
証
明
書
（
卒
業
見

込
証
明
書
）、
ま
た
は
卒
業
証

書
の
写
し
と
、
職
種
に
必
要
な

資
格
お
よ
び
免
許
を
有
す
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
書
類
（
取
得

見
込
証
明
書
を
含
み
ま
す
）
を

添
え
て
、
同
課
へ
受
験
者
本
人

が
持
参
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。郵

送
に
よ
る
申
し
込
み
は
受

け
付
け
ま
せ
ん
。

【
採
用
予
定
日
】

平
成
１４
年
４
月
１
日
以
降

く
わ
し
く
は
、
職
員
課
（
�

消
防
職
員
を
募
集
し
ま
す

消
防
職
員
を
募
集
し
ま
す 

消
防
職
員
を
募
集
し
ま
す 

本
人
持
参
で
申
し
込
み
を

い
人た

だ
し
、
日
本
国
籍
を
有
し

な
い
人
お
よ
び
地
方
公
務
員
法

第
１６
条
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人
は
受
験
で
き
ま
せ

ん
。【

第
１
次
試
験
日
時
】

９
月
１６
日
�
▼
午
前
９
時
か

ら
…
一
般
教
養
試
験
な
ど
▼
午

後
１
時
か
ら
…
体
力
測
定

【
第
２
次
試
験
日
時
】

第
１
次
試
験
合
格
者
に
の
み

文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
申
込
書
の
交
付
期
間
】

８
月
１
日
�
〜
２４
日
�
。
た

だ
し
、
土
・
日
曜
日
は
除
き
ま

す
。【

申
込
書
の
受
付
期
間
】

８
月
１３
日
�
〜
２４
日
�
。
た

だ
し
、
土
・
日
曜
日
は
除
き
ま

す
。【

申
込
書
の
交
付
と
受
付
時

間
】午

前
８
時
３０
分
〜
正
午
と
午

後
１
時
〜
５
時

【
申
込
方
法
】

消
防
本
部
総
務
課
に
備
え
付

け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
書

い
て
、
撮
影
６
か
月
以
内
の
写

真
（
正
面
・
脱
帽
・
上
半
身
・

縦
６
�
×
横
５
�
）
を
貼
り
、

最
終
学
校
の
卒
業
証
明
書
（
卒

業
見
込
証
明
書
）、
ま
た
は
卒

業
証
書
の
写
し
を
添
え
て
、
同

課
へ
受
験
者
本
人
が
持
参
し
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
は
受

け
付
け
ま
せ
ん
。

【
採
用
予
定
日
】

平
成
１４
年
４
月
１
日
以
降

【
問
合
せ
先
】

消
防
本
部
総
務
課
（
�
６３
・

７
８
２
５
）

８
月
は
、
固
定
資
産
税

第
２
期
分
の
納
付
月
で
す
。

固
定
資
産
税
は
、
第
１

期
が
５
月
、
第
２
期
が
８

月
、
第
３
期
が
１０
月
、
第

４
期
が
１２
月
の
４
回
分
割

と
な
っ
て
い
ま
す
。

納
期
限
ま
で
に
納
付
さ

れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
各

納
期
の
翌
月
に
督
促
状
を

発
送
し
ま
す
。

督
促
状
を
発
送
し
た
際

は
、
本
税
と
は
別
に
督
促

手
数
料
と
し
て
２
０
０
円

が
加
算
さ
れ
、
場
合
に

よ
っ
て
は
延
滞
金
を
徴
収

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
第
１
期
分
が
未

納
と
な
っ
て
い
る
人
や
、

納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

分
割
納
付
な
ど
の
各
種
納

付
相
談
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
未
納
の
ま
ま
放

置
せ
ず
に
、
お
早
め
に
相

談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
税
務
課

（
�
６４
・
１
３
１
８
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

験
▼
研
究
内
容
な
ど
の
紹
介
▼

家
庭
菜
園
相
談
コ
ー
ナ
ー
▼
生

産
物
の
販
売
▼
そ
の
他

問
合
せ
先
＝
府
農
業
資
源
研

究
セ
ン
タ
ー
（
�
９３
・
３
５
２

５
）

も
う
納
付
は
お
済
み
で
す
か

固
定
資
産
税
第
２
期
分

京
都
府
な
ど
は
、
母
子

家
庭
の
母
親
お
よ
び
寡
婦
の

健
康
管
理
の
一

助
と
し
て
、
無

料
半
日
ド
ッ
ク

を
実
施
し
ま

す
。こ

の
機
会

を
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

対
象
者
＝

▼
京
都
府
内

（
京
都
市
を
除

き
ま
す
）
に
在

住
す
る
母
子
家

庭
の
母
親
お
よ

び
寡
婦
で
65
歳

未
満
の
人
▼
寡
婦
の
人
は
、

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

で
あ
る
こ
と

募
集
期
間
＝
８
月
14
日

	
〜
９
月
14
日

�
費
用
＝
無
料

申
込
方
法
＝

児
童
福
祉
課
に

備
え
付
け
の
申

込
用
紙
に
、
必

要
事
項
を
書
い

て
同
課
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ

い
。く

わ
し
く

は
、
児
童
福
祉

課
（
�
64
・
１

３
７
７
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

５
・
６
０
１
・
６
７
１
４
）

問
合
せ
先
＝
環
境
衛
生
セ
ン

タ
ー
緑
泉
園
（
�
６３
・
１
７
４

８
）

６４
・
１
３
２
４
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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母子家庭の母親など対象
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知
ろ
う
　
守
ろ
う
　
考
え
よ
う
　
み
ん
な
の
人
権 

８
月
は
「
知
ろ
う
　
守
ろ
う
　
考
え
よ
う
　
み
ん
な

の
人
権
」
を
テ
ー
マ
に
京
都
人
権
啓
発
推
進
会
議
（
会

長
＝
荒
巻
禎
一
京
都
府
知
事
）
が
進
め
る
「
人
権
強
調

月
間
」
で
す
。
そ
こ
で
今
月
号
で
は
、
国
連
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
名
誉
大
使
の
中
田
武
仁
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

原
稿
「
私
の
考
え
る
人
権
」
を
も
と
に
、
人
権
問
題
に

つ
い
て
の
理
解
を
市
民
の
み
な
さ
ん
に
深
め
て
い
た
だ

こ
う
と
思
い
ま
す
。

「
私
の
考
え
る
人
権
」

テ
レ
ビ
や
映
画
の
中
で
も
、

や
は
り
ス
ト
ー
リ
ー
の
わ
か
り

や
す
い
、
い
わ
ゆ
る
「
勧
善
懲

悪
も
の
」、
正
義
の
味
方
の
主

人
公
が
最
後
に
極
悪
非
道
の
悪

人
た
ち
に
取
り
囲
ま
れ
、
あ
わ

や
一
命
を
失
う
か
と
見
る
も
の

を
ハ
ラ
ハ
ラ
さ
せ
た
後
、
日
本

の
時
代
劇
の
場
合
は
、
主
人
公

が
刀
の
さ
や
を
サ
ッ
と
払
う
や

否
や
目
に
も
止
ま
ら
ぬ
早
業
で

悪
人
ど
も
を
次
々
に
切
り
倒
す

か
、
ま
た
は
西
部
劇
の
場
合
で

あ
れ
ば
、
ひ
き
ょ
う
に
も
主
人

公
の
後
ろ
、
そ
れ
も
２
階
か
ら

銃
で
撃
と
う
と
し
た
そ
の
瞬

間
、
主
人
公
は
悪
人
の
動
き
に

気
付
き
一
発
の
も
と
に
こ
の
悪

人
を
撃
ち
倒
し
、
こ
の
場
面
を

見
て
い
た
観
客
は
ホ
ッ
と
胸
を

な
で
お
ろ
し
て
、
テ
レ
ビ
や
映

画
は
こ
れ
で
メ
デ
タ
シ
、
メ
デ

タ
シ
と
終
わ
る
の
が
常
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
大
衆
娯
楽

劇
を
、
男
性
は
総
じ
て
時
代
劇

で
も
西
部
劇
で
も
製
作
者
の
意

図
通
り
ス
ッ
キ
リ
と
し
た
気
分

で
見
終
わ
る
の
に
対
し
て
、
女

性
の
大
部
分
は
、
西
部
劇
の
方

は
お
お
む
ね
男
性
と
同
じ
よ
う

昭
和
１２
年
、
大
阪
府
生
ま
れ
。
平
成
５
年
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

で
国
連
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
た
息
子
・
厚
仁

さ
ん
の
死
を
機
に
商
社
を
退
職
し
、
自
ら
も
国
連
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
め
ざ
す
。
同
年
、
国
連
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
名
誉
大
使

に
任
命
さ
れ
る
。
ま
た
、
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た
め
の
公

益
信
託
「
中
田
厚
仁
記
念
基
金
」
を
設
立
。
今
年
の
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
国
際
年
」
の
制
定
は
中
田
さ
ん
の
提
案
が
き
っ
か

け
。

中田武仁さん

に
割
合
ス
カ
ッ
と
し
た
気
分
で

見
終
わ
る
が
、
時
代
劇
の
方
は

男
性
ほ
ど
あ
ま
り
ス
カ
ッ
と
し

た
気
分
に
は
な
れ
な
い
よ
う
で

す
。そ

れ
は
、
女
性
の
方
は
昨
今

電
気
調
理
機
器
が
普
及
し
て
よ

く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

は
言
え
、
や
は
り
台
所
で
は
包

丁
を
使
っ
て
調
理
す
る
こ
と
が

多
く
、
時
に
は
調
理
中
に
自
分

の
包
丁
で
自
分
の
指
を
過
っ
て

傷
つ
け
る
場
合
が
あ
り
、
そ
の

時
に
感
じ
た
痛
み
が
そ
の
ま
ま

時
代
劇
を
見
て
い
る
時
に
、
様

式
化
さ
れ
た
古
典
芸
能
の
歌
舞

伎
の
立
ち
回
り
の
よ
う
で
は
な

く
、
リ
ア
ル
な
形
で
、
時
に
は

人
の
肉
が
切
り
裂
か
れ
る
効
果

音
ま
で
入
れ
て
ド
キ
ド
キ
す
る

よ
う
な
鋭
利
な
刃
物
で
人
が
袈

娑
懸
け
に
切
ら
れ
る
の
を
見
る

と
、
自
分
が
包
丁
で
指
を
切
っ

た
時
の
痛
さ
と
重
ね
合
わ
せ

て
、
こ
の
切
ら
れ
た
人
の
感
じ

て
い
る
痛
さ
が
よ
み
が
え
り
、

と
て
も
正
視
に
耐
え
ら
れ
な
い

か
ら
な
の
だ
、
と
言
い
ま
す
。

一
方
、
そ
れ
で
は
西
部
劇
で
、

正
義
の
味
方
の
主
人
公
が
２
階

か
ら
自
分
を
狙
っ
た
悪
人
を
見

事
に
一
発
で
撃
ち
倒
し
て
、
悪

人
の
方
が
２
階
の
手
す
り
を
壊

し
て
ま
で
階
下
に
落
ち
て
死
ん

で
ゆ
く
姿
に
は
、
時
代
劇
で
悪

人
が
正
義
の
味
方
の
主
人
公
に

切
り
殺
さ
れ
る
時
の
よ
う
な
反

応
は
示
さ
ず
、
こ
の
場
面
を
割

合
平
然
と
し
て
見
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
思
う
に
、
自
分
自
身

が
も
と
よ
り
銃
で
撃
た
れ
た
体

験
も
無
く
、
銃
で
撃
た
れ
た
人

が
自
分
の
目
の
前
で
も
が
き
苦

し
ん
だ
揚
げ
句
に
死
ん
で
ゆ
く

姿
を
、
ま
ず
ほ
と
ん
ど
の
人
が

見
た
こ
と
も
経
験
し
た
こ
と
も

無
い
か
ら
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ

れ
に
対
し
て
男
性
の
方
は
、
わ

が
国
で
は
い
ま
だ
一
般
的
に
女

性
が
包
丁
を
使
っ
て
料
理
す
る

よ
り
も
数
が
少
な
く
、
ま
た
包

丁
で
自
分
の
指
を
切
っ
て
痛
い

思
い
を
し
た
体
験
が
女
性
の
場

合
よ
り
も
少
な
い
た
め
、
時
代

劇
も
西
部
劇
も
同
じ
よ
う
に
そ

の
最
後
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の

場
面
を
多
く
の
女
性
が
感
じ
る

よ
う
な
苦
痛
を
感
じ
る
こ
と
も

な
く
、
心
の
中
で
は
痛
み
ど
こ

ろ
か
快
さ
い
を
叫
ん
で
ス
ト
ー

リ
ー
の
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
を
楽

し
む
の
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
時

代
劇
も
昔
と
違
っ
て
昨
今
で

は
、
製
作
者
は
女
性
の
観
客
の

３
人
の
講
師
を
迎
え
て

市
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
を

対
象
に
平
成
１３
年
度
同
和
・
人

権
問
題
研
修
会
を
開
き
ま
す
。

人
権
は
、
一
人
ひ
と
り
に
平

等
に
与
え
ら
れ
た
、
生
き
る
た

め
の
自
然
の
権
利
で
す
。
特
別

な
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
自
分
の

身
の
ま
わ
り
は
も
ち
ろ
ん
、
人

が
い
る
と
こ
ろ
ど
こ
に
で
も
人

権
は
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
わ
た
し
た
ち
の
社

会
に
は
ま
だ
、
相
手
の
存
在
を

無
視
し
た
同
和
問
題
を
は
じ
め

女
性
、
障
害
者
、
外
国
人
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
差
別
問
題
が
あ
り

ま
す
。

差
別
は
さ
さ
い
な
こ
と
で

あ
っ
て
も
人
間
と
し
て
許
さ
れ

る
行
為
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一

人
ひ
と
り
が
幸
せ
に
生
き
る
社

会
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に

は
、
無
関
心
や
間
違
っ
た
理

解
・
偏
見
を
取
り
除
き
、
人
権

に
つ
い
て
、
ま
た
差
別
に
つ
い

て
正
し
く
理
解
し
学
習
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

多
数
の
方
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
・
場
所
・
内
容
＝
下
表

の
と
お
り

参
加
費
＝
無
料

問
合
せ
先
＝
同
和
対
策
室

（
�
６４
・
１
３
３
６
）

8月23日� 
午後1時30分
～3時30分 

8月27日� 
午後1時30分
～3時30分 

8月29日� 
午後1時30分
～3時30分 

森口　健司さん 
（徳島県坂野中学校教諭） 

梁　釀一さん 
（大阪市同和事業促進住吉
　地区協議会事務局職員） 

寺澤　亮一さん 
（�奈良人権・部落解放研
　究所所長、法務省人権擁
　護推進審議会委員） 

キラキラと輝いて 
生きるために 

人権はこれからがおもしろ
い～個性が輝く共に生きる
社会・人権文化の創造をめ
ざして～ 

地域づくりへの提案、今、
私たちができること～「人
権教育のための国連10年」
とむすんで～ 

講師 日時 テーマ 場所 

■同和・人権問題研修会 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル 

 

 

同
和
・
人
権
問
題
研
修
会

同
和
・
人
権
問
題
研
修
会 

同
和
・
人
権
問
題
研
修
会 

自
分
だ
け
に
と
っ
て
は
つ
じ

つ
ま
が
合
っ
て
、
そ
う
し
た
り

そ
う
考
え
た
り
す
る
こ
と
が
心

地
よ
い
こ
と
だ
け
れ
ど
も
、
他

人
が
自
分
に
対
し
て
同
じ
こ
と

を
す
れ
ば
、
不
愉
快
極
ま
り
な

く
決
し
て
こ
れ
を
許
せ
な
い
と

い
う
こ
と
を
、
私
た
ち
は
静
か

に
か
え
り
み
た
時
、
本
当
に
正

直
に
い
っ
て
、
絶
対
に
お
こ

な
っ
て
い
な
い
と
断
言
で
き
る

で
し
ょ
う
か
。

こ
の
地
球
上
に
生
き
る
す
べ

て
の
人
は
、
み
ん
な
等
し
く
、

人
間
と
し
て
の
尊
厳
を
持
っ

て
、
豊
か
に
生
き
、
そ
し
て
そ

の
生
涯
を
健
や
か
に
全
う
す
る

権
利
を
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し

て
有
し
て
い
ま
す
。
そ
の
権
利

は
、
そ
の
人
の
出
身
地
、
在
住

地
、
性
別
、
職
業
、
経
済
的
・

政
治
的
・
社
会
的
地
位
、
宗
教
、

信
条
、
身
体
的
特
徴
、
美
意
識
、

価
値
観
の
違
い
な
ど
に
よ
っ
て

差
別
を
受
け
る
こ
と
は
あ
っ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
人
が
先

天
的
に
持
っ
て
生
ま
れ
た
も
の

で
差
別
す
る
こ
と
は
、
す
べ
て

の
人
が
平
等
に
生
き
る
機
会
を

奪
う
、
決
し
て
許
す
べ
か
ら
ざ

る
行
為
で
す
。
わ
が
国
の
法
律

は
い
か
な
る
差
別
も
禁
じ
て
い

る
し
、
す
べ
て
の
人
が
生
ま
れ

な
が
ら
に
し
て
有
し
て
い
る
人

権
を
損
な
う
こ
と
は
な
に
び
と

に
対
し
て
も
許
し
て
は
い
ま
せ

ん
が
、
私
た
ち
自
身
が
、
日
常

生
活
の
中
で
、
無
意
識
あ
る
い

は
無
知
に
よ
る
と
は
言
え
、
差

別
さ
れ
て
い
る
人
た
ち
の
痛
み

を
無
神
経
に
踏
み
に
じ
っ
て
は

い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
に
は
、
そ
の
人
の
肉
体
的

特
徴
、
出
身
地
、
在
住
地
、
年

齢
、
職
業
、
経
済
的
・
社
会
的

地
位
な
ど
を
、『
お
笑
い
』
の

対
象
に
し
て
い
る
喜
劇
、
演
芸

が
気
に
な
り
ま
す
。

特
に
、
大
阪
で
生
ま
れ
育
っ

た
わ
が
愛
す
る
「
大
阪
発
の
お

笑
い
」
が
ユ
ー
モ
ア
で
は
な
く
、

「
お
客
様
が
笑
っ
て
く
だ
さ
る

か
ら
」
と
、
こ
れ
を
お
笑
い
の

ネ
タ
に
し
、
大
勢
の
観
客
が
ゲ

ラ
ゲ
ラ
笑
っ
て
い
る
の
に
は
、

限
り
な
い
悲
し
み
と
大
き
な
失

こ
と
も
考
慮
し
て
、
い
か
に
も

こ
れ
か
ら
刃
を
敵
役
に
向
け
て

こ
れ
を
殺
傷
す
る
の
で
は
な

く
、
峰
打
ち
で
悪
人
ど
も
を
懲

ら
し
め
る
だ
け
な
の
だ
、
と
い

う
シ
ー
ン
を
必
ず
設
定
し
て
い

ま
す
。

女
性
の
反
応
は
、「
わ
が
身

つ
ね
っ
て
、
人
の
痛
さ
を
知
る
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ

う
が
、「
徒
然
草
」
の
一
節
に

も
「
他
人
の
痛
み
を
分
か
る
こ

と
が
で
き
な
い
よ
う
な
人
を
友

達
と
す
る
に
は
、
ふ
さ
わ
し
く

な
い
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
し
て
も
、
昔
か
ら
人
間
の

持
つ
一
面
の
真
実
を
突
い
た
も

の
な
の
で
し
ょ
う
。

望
さ
え
覚
え
ま
す
。

か
つ
て
は
薫
り
高
い
、
心
豊

か
な
文
化
を
生
み
出
し
た
大
阪

の
地
が
あ
り
ま
し
た
。
人
権
が

大
切
に
さ
れ
る
文
化
都
市
と
は

ど
の
よ
う
な
街
な
の
か
、
一
人

ひ
と
り
が
考
え
、
行
動
を
し
て

い
き
た
い
で
す
ね
。（
完
）

８８
月月
はは
強強
調調
月月
間間

わ
が
身
つ
ね
っ
て

わ
が
身
つ
ね
っ
て 

人
の
痛
さ
を
知
る

人
の
痛
さ
を
知
る 

わ
が
身
つ
ね
っ
て 

人
の
痛
さ
を
知
る 

私
た
ち
自
身
を
み
つ
め
る 

気
に
な
る
お
笑
い 

わ
が
身
つ
ね
っ
て 

人
の
痛
さ
を
知
る 

私
た
ち
自
身
を
み
つ
め
る

私
た
ち
自
身
を
み
つ
め
る 

私
た
ち
自
身
を
み
つ
め
る 

気
に
な
る
お
笑
い 

わ
が
身
つ
ね
っ
て 

人
の
痛
さ
を
知
る 

私
た
ち
自
身
を
み
つ
め
る 

気
に
な
る
お
笑
い

気
に
な
る
お
笑
い 

気
に
な
る
お
笑
い 

決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
権

問
題
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
お

互
い
の
違
い
を
認
め
、
そ
の
人

の
個
性
を
尊
重
し
あ
う
こ
と
で

問
題
の
多
く
は
解
決
で
き
る
は

ず
で
す
。
人
権
問
題
に
つ
い
て
、

一
人
ひ
と
り
が
考
え
、
行
動
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
京
田
辺
市
は
、
年
間

を
通
し
人
権
問
題
に
関
す
る
研

修
会
や
行
事
を
開
い
て
い
ま
す

の
で
、
そ
う
し
た
行
事
が
あ
る

と
き
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

「
人
権
の
世
紀
」
と
い
わ
れ

る
２１
世
紀
を
迎
え
て
、
わ
た
し

た
ち
の
社
会
に
は
ま
だ
ま
だ
解

シ
ネ
マ
フ
ェ
ス
タ

府
と
府
教
育
委
員
会
は
、

「
ひ
ゅ
う
ま
ん
シ
ネ
マ
フ
ェ
ス

タ
２
０
０
１
」
を
開
き
ま
す
。

日
時
と
場
所
＝
▼
８
月
７
日

	
と
８
日
�
午
後
１
時
〜
４

時
・
宇
治
市
文
化
セ
ン
タ
ー
▼

８
月
２０
日
�
と
２１
日
	
午
後
１

時
〜
４
時
・
京
都
テ
ル
サ
（
京

都
市
南
区
）

内
容
＝
映
画
上
映
（
き
か
ん

し
ゃ
ト
ー
マ
ス
な
ど
）

入
場
料
＝
無
料

問
合
せ
先
＝
京
都
府
同
和
・

人
権
啓
発
室
（
�
０
７
５
・
４

１
４
・
４
２
７
１
）
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広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ
げ
ま
す
。 

　
　
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
４
階
広
報
広
聴
課 

　
　
　
　
　
（
�
６４
・
１
３
２
０
）
へ 

日
本
下
水
道
協
会
京
都
府
支
部
は
、
平
成
１３
年
度
下
水
道
排

水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
認
定
試
験
を
行
い
ま
す
。

試
験
日
・
場
所
＝
１１
月
１８
日
�
・
国
立
京
都
国
際
会
館
（
京

都
市
）

受
験
講
習

日
・
場
所
＝
１１

月
１１
日
�
・
西

陣
織
会
館
（
京

都
市
）

申
請
方
法
＝
下
水
道
課
に
備
え
付
け
の
申
請
用
紙
に
必
要
事

項
を
書
い
て
、
同
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
・
時
間
＝
８
月
１０
日
�
〜
２４
日
�
・
午
前
８
時
３０

分
〜
１１
時
３０
分
と
午
後
１
時
〜
４
時
３０
分(

土
・
日
曜
日
は
除
き

ま
す)受

験
手
数
料
＝
１
万
円

注
意
事
項
＝
▼
下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
業
者
に
は
、
１

名
以
上
の
責
任

技
術
者
が
専
属

し
て
い
る
こ
と

が
要
件
と
な
っ

て
い
ま
す
▼
上

記
試
験
以
外
に
も
別
途
日
程
に
よ
り
更
新
講
習
・
講
習
考
査
も

実
施
さ
れ
ま
す

問
合
せ
先
＝
下
水
道
課
（
�
６４
・
１
３
５
３
）

教育委員会は、成人式終了後に行われる成人のつどいの実行
委員を募集します。
昨年から、成人者の実行委員によって、成人のつどいの企

画・運営を行っています。
20歳の記念に、実行委員として、イベントの企画などの意見

を出し合い、思い出に残る成人のつどいにしませんか！
開催日時（予定）＝平成14年1月14日（成人の日）午後１時

から
※成人のつどいは、成人式式典終了後に開く予定です。
場所＝田辺中央体育館
平成14年成人式対象者＝昭和56年4月2日～57年4月1日までに

生まれた人
しめきり＝8月31日�
申込・問合せ先＝社会教育課（�64-1393）

児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況
届

特
別
児
童
扶
養
手
当
現
況
届

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る

人
（
い
ず
れ
の
手
当
も
支
給
停

止
と
な
っ
て
い
る
人
を
含
み
ま

す
）
は
、
毎
年
１
回
、
前
年
の

所
得
や
児
童
の
状
況
に
つ
い

て
、
届
（
現
況
届
ま
た
は
所
得

状
況
届
）
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
届
を
提
出
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
よ
っ
て
、
引
き
続
き

１
年
間
手
当
を
受
け
て
い
た
だ

け
る
か
ど
う
か
を
決
定
し
ま

す
。期

日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
届
の
用
紙
は
、
８
月

１３
日
�
ま
で
に
各
受
給
者
に
送

付
し
ま
す
。

提
出
期
間
＝
８
月
１３
日
�
〜

９
月
１０
日
�

提
出
・
問
合
せ
先
＝
児
童
福

祉
課
（
�
６４
・
１
３
７
７
）

視
覚
障
害
者
の
料
理
実
習
を
補
助
な
ど

府
視
覚
障
害
者
協
会
京
田
辺

支
部
は
、
月
に
１
回
開
く
視
覚

障
害
の
あ
る
方
を
対
象
に
し
た

料
理
教
室
を
、
応
援
し
て
い
た

だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

料
理
に
関
心
の
あ
る
人
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
初
心
者
で
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。
一
緒
に
活
動
し
ま

せ
ん
か
。

日
時
＝
毎
月
第
４
木
曜
日
の

午
前
９
時
〜
午
後
１
時
ご
ろ

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

活
動
内
容
＝
参
加
者
（
視
覚

障
害
者
）
の
調
理
実
習
の
補
助
、

実
習
内
容
の
助
言

そ
の
他
＝
ご
協
力
い
た
だ
け

る
人
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保

険
に
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

交
通
費
は
用
意
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
（
�
６２
・
２
２
２
２
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

団
員
を
募
集

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
田
辺
第
１

団
は
、
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

内
容
＝
キ
ャ
ン
プ
や
ス
キ
ー

活
動
の
な
か
で
、
規
律
を
覚
え

て
自
立
す
る
子
ど
も
の
育
成
を

図
り
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
▼
小
学
校
１
年

生
〜
４
年
生
の
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト

水
道
指
定
工
事
店

水
道
部
は
、
次
の
と
お
り
指

定
工
事
店
を
追
加
し
ま
し
た
。

指
定
工
事
店
＝
�
南
工
業

（
宇
治
市
小
倉
町
南
浦
１
０
０

番
地
の
６１
、
�
２３
・
９
２
１
１
）

問
合
せ
先
＝
水
道
部
（
�

６２
・
０
４
１
４
）

ア
イ
デ
ア
貯
金
箱
な
ど

コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
を

郵
政
事
業
庁
は
、
次
代
を
担

う
小
学
生
を
対
象
に
創
造
す
る

こ
と
や
文
章
を
書
く
こ
と
へ
の

関
心
を
高
め
て
い
た
だ
き
、
造

形
的
な
想
像
力
や
文
章
表
現
力

を
育
成
す
る
た
め
に
、「
貯
金

箱
」
製
作
や
「
作
文
」
な
ど
の

コ
ン
ク
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

コ
ン
ク
ー
ル
名
＝
▼
私
の
ア

イ
デ
ア
貯
金
箱
▼
国
際
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
作
文
▼
手
紙
作
文

応
募
方
法
や
募
集
期
間
な
ど

く
わ
し
く
は
、
山
城
田
辺
郵
便

局
（
�
６２
・
８
０
５
１
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

視
覚
障
害
者
の
方

料
理
教
室
開
き
ま
す

市
は
、
視
覚
障
害
者
の
方
を

対
象
に
料
理
教
室
を
開
き
ま

す
。小

グ
ル
ー
プ
で
行
い
ま
す
の

で
、
材
料
を
洗
っ
た
り
す
る
準

障
害
で
の
悩
み

話
し
て
み
ま
せ
ん
か

障
害
を
も
っ
て
い
る
か
ら
、

家
族
を
か
か
え
て
い
る
か
ら
、

と
悩
ま
な
い
で
話
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

日
時
＝
８
月
９
日
�
午
後
１

時
〜
３
時

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
市
身
体
障
害
者
協
会

の
会
員

問
合
せ
先
＝
市
身
体
障
害
者

協
会
事
務
局
（
社
会
福
祉
課
内
、

�
６４
・
１
３
７
２
）

今
の
季
節
、
み
な
さ
ん
の
家

の
生
け
垣
が
、
道
路
上
に
は
み

出
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

生
け
垣
が
道
路
上
に
は
み
出

す
こ
と
は
、
道
路
が
狭
く
な
る

ほ
か
、
通
行
者
の
視
界
を
遮
る

私
立
そ
よ
か
ぜ
幼
稚
園
（
大

住
虚
空
蔵
谷
）
と
聖
愛
幼
稚
園

（
河
原
受
田
）
は
平
成
１４
年
度

の
新
入
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
要
項
・
入
園
願
書
配
布

日
＝
９
月
１
日
�
か
ら

入
園
願
書
受
付
日
＝
１０
月
１

日
�責

任
技
術
者
認
定
試
験

受
付
期
間
　
８
月
１０
日
〜
２４
日

下 水 道
排 水 設 備

提
出
は
９
月
１０
日
ま
で

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
歩
行
者
と

車
の
接
触
事
故
や
、
車
同
士
の

出
会
い
頭
の
事
故
に
つ
な
が
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

通
行
者
に
も
大
変
迷
惑
を
か
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

道
路
が
安
全
か
つ
有
効
に
利

用
で
き
る
よ
う
、
自
己
の
生
け

垣
は
自
分
で
点
検
・
管
理
を
し

ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先
＝
土
木
課
（
�

６４
・
１
３
４
４
）

自分の生け垣は各自で点検・管理を

府
田
辺
保
健
所
は
、
在
宅

で
介
護
を
要
す
る
状
況
に
あ

る
人
に
、
歯
科
医
師
の
家
庭

訪
問
に
よ
る
歯
の
健
診
や
口

H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

生け垣が道路にはみ出すと、道路が狭くな
り、通行者の視界を遮り接触事故などの原
因になります。

環
境
問
題
部
会

日
時
＝
８
月
１８
日
�
午
後
２

時
〜
４
時

場
所
＝
中
央
公
民
館

内
容
＝
着
物
か
ら
の
リ

フ
ォ
ー
ム
「
半
袖
ブ
ラ
ウ
ス
」

持
ち
物
＝
着
物
を
ほ
ど
き
、

洗
っ
て
、
ア
イ
ロ
ン
を
か
け
た

も
の
・
裁
縫
道
具

く
わ
し
く
は
、
申
込
時
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

参
加
費
＝
５
０
０
円

し
め
き
り
＝
８
月
１１
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
石
橋

（
�
６２
・
２
２
０
１
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
で

松
井
の
宮
太
鼓
を
新
調

松
井
祭
太
鼓
保
存
会
は
、



自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
平
成
１３

年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

を
利
用
し
て
、
宮
太
鼓
を
新
し

く
整
備
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
み
な
さ
ん
が

買
わ
れ
た
宝
く
じ
の
収
益
金
が

財
源
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
の

活
動
に
利
用
さ
れ
る
も
の
な
ど

に
対
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

健
全
な
発
展
を
図
る
と
と
も
に

宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
目
的
に

助
成
さ
れ
る
も
の
で
す
。

問
合
せ
先
＝
総
務
課
（
�

６４
・
１
３
２
６
）

い
ず
れ
も
両
園
で
行
い
ま
す

の
で
、
ご
希
望
の
幼
稚
園
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
▼
そ
よ
か
ぜ
幼

稚
園
（
�
６３
・
０
９
５
０
）
▼

聖
愛
幼
稚
園
（
�
６３
・
５
５
０

６
）

ゆ
ず
り
ま
す

①
男
の
子
用
自
転
車
（
１４
�
）

②
充
電
式
車
（
３
〜
５
歳
用
）

③
ル
ー
ム
ラ
ン
ナ
ー
④
電
動

そ
よ
か
ぜ
・
聖
愛
幼
稚
園

マ
ッ
サ
ー
ジ
機
（
有
料)

⑤
電

子
ピ
ア
ノ
⑥
ベ
ビ
ー
バ
ス

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

①
ハ
イ
ア
ン
ド
ロ
ー
チ
ェ

ア
ー
②
バ
イ
オ
リ
ン
（
大
人
用
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
産
業
振

興
課
（
�
６４
・
１
３
６
０
）

成人される方から実行委員を募集

来
年
度
入
園
児
を
募
集

腔
衛
生
指
導
な
ど
を
行
い
ま

す
。歯

の
こ
と
で
心
配
の
あ
る
人

な
ど
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間
＝
平
成
１４
年
２
月
２８
日

�
ま
で

内
容
＝
歯
科
医
師
が
家
庭
訪

問
し
、
歯
の
健
診
・
口
腔
衛
生

指
導
な
ど
を
行
い
ま
す

対
象
者
＝
在
宅
要
介
護
者

で
、
歯
科
診
療
所
な
ど
に
通
院

す
る
こ
と
が
困
難
な
人
（
介
護

保
険
の
要
介
護
認
定
者
は
対
象

外
で
す
）

費
用
＝
無
料
（
１
回
目
の
み
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
府
田
辺

保
健
所
（
�
６３
・
５
７
４
５
）

電
気
使
用
安
全
月
間

ご
理
解
と
ご
協
力
を

経
済
産
業
省
は
、
夏
場
に
電

気
事
故
が
多
く
発
生
す
る
た

め
、
８
月
を
「
電
気
使
用
安
全

月
間
」
と
し
、
全
国
的
に
運
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
も
電
気
使

用
安
全
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

在
宅
で
介
護
を
要
す
る
人

訪
問
歯
科
健
診
の
ご
利
用
を

道路に生け垣、出ていませんか 道路に生け垣、出ていませんか 

…
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
田
辺
第
１

団
　
大
江
（
�
６２
・
６
６
７
２
）

▼
小
学
校
５
年
生
〜
中
学
校
２

年
生
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
…

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
田
辺
第
１
団

福
井
（
�
６２
・
１
１
３
９
）
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◇国保税を長い間滞納すると… 
納期限を過ぎると、督促を行います。延滞金などが徴収される場合
がありますので、速やかに納めましょう。 

納期限から1年6か月を過ぎると、国保の給付の全部または一部が差
し止めとなります。 

それでもなお納めないでいると、差し止められた保険給付額から滞
納分が差し引かれます。 

それでも納めないでいると、
通常の保険証のかわりに短期
被保険者証を交付します。 

保険証の有効期限が1年と短く
なり、1年ごとの更新手続が必
要になります。 

短期被保険者とは 

納期限から1年間を過ぎると、
保険証を返してもらい、資格
証明書を交付します。 

被保険者であることを証明する
だけのもので、保険証のように
受診券とはなりません。そのた
め、お医者さんにかかるときは
医療費を全額自己負担すること
になります。 

資格証明書とは 

このようなことにならないよう、必ず納期内に納めましょう 

医療費給付など大切な財源 医療費給付など大切な財源 

国
民
健
康
保
険
税
は
、
加
入

者
の
み
な
さ
ん
の
医
療
費
や
、

出
産
育
児
一
時
金
・
健
康
ド
ッ

ク
の
助
成
・
葬
祭
費
・
高
額
医

療
費
な
ど
の
給
付
に
あ
て
る
た

め
の
大
切
な
財
源
で
す
。

１
人
で
も
納
付
が
遅
れ
る

と
、
十
分
な
給
付
が
受
け
ら
れ

な
く
な
っ
た
り
、
医
療
費
の
負

担
も
大
き
く
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。ま

だ
国
保
税
を
納
め
て
い
な

い
人
や
滞
納
さ
れ
て
い
る
人

は
、
お
早
め
に
手
続
き
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

国
保
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
　
僕
は
フ
リ
ー
タ
ー
を
し

て
い
る
の
で
、
定
期
的
な
収
入

が
な
く
、
保
険
税
を
納
め
て
い

ま
せ
ん
。
滞
納
し
た
ま
ま
だ
と
、

ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
　
特
別
な
事
情
も
な
い
の

に
滞
納
し
て
い
る
と
、
未
納
期

間
に
応
じ
て
厳
し
い
措
置
を
受

け
て
し
ま
い
ま
す
。
（
左
表
）

保
険
税
は
必
ず
納
め
ま
し
ょ

う
。○

納
付
困
難
な
場
合
は
分
割

納
付
に

国
保
税
は
、
６
月
か
ら
翌
年

３
月
ま
で
の
１０
回
納
付
と
な
っ

て
い
ま
す
。
納
付
が
困
難
な
場

合
に
は
、
１
回
当
た
り
の
額
を

減
ら
し
た
り
、
納
付
回
数
を
増

や
し
て
納
付
い
た
だ
く
分
割
納

付
制
度
が
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
国
保
年
金
課
窓
口
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
そ
れ
で
も
納
付
が
難
し
い

と
き
は

や
む
を
得
な
い
事
情
で
保
険

税
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
保
険
税
の
減
額
が

認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。未

納
の
ま
ま
に
せ
ず
、
窓
口

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
保
険
税
の
納
付
は
、
口
座

振
替
で

口
座
振
替
に
さ
れ
る
と
、
保

険
税
は
指
定
口
座
か
ら
自
動
的

に
引
き
落
と
さ
れ
、
翌
年
も
継

続
さ
れ
ま
す
。
納
付
を
忘
れ
が

ち
な
人
や
、
忙
し
く
て
納
め
に

行
く
時
間
の
な
い
人
な
ど
は
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
＝
納
税
通
知
書
ま

た
は
保
険
証
、
預
金
通
帳
、
印

か
ん
（
通
帳
届
出
印
）
を
持
っ

て
、
郵
便
局
ま
た
は
市
内
に
支

店
の
あ
る
金
融
機
関
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
国
保
年
金
課

（
�
６４
・
１
３
３
２
）

市と献血推進協議会は7月11日、愛の血液助け
合い運動の一環として、府田辺保健所・綴喜ラ
イオンズクラブ・京都府赤十字血液センターと
共催で啓発パレードを展開し、道行く人たちに
献血への協力をよびかけました。
これは、今後特に推進がのぞまれている400

㍉㍑献血への理解と協
力をＰＲしようと行わ
れたものです。
主催者に加え、府警

カラーガード隊・音楽
隊、市政協力員連絡協
議会のメンバーら約100
人が猛暑の中「愛の血
液助け合い運動」の横
断幕を先頭に、市役所
から近鉄新田辺駅前ま
でパレードをしました。
同駅前では綴喜ライ

オンズクラブを中心に、
関係者が市民のみなさ
んに啓発チラシなど
1000セットを配るとと
もに、移動採血車２台
を配置して献血を行い
ました。

テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
で

気
軽
に
話
し
ま
し
ょ
う

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

「
や
ま
び
こ
」
は
、
テ
ィ
ー

パ
ー
テ
ィ
ー
風
の
交
流
会
を
開

き
ま
す
。

飲
食
代
は
無
料
。
ど
な
た
で

も
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。

日
時
＝
８
月
２６
日
�
午
後
２

時
〜
４
時

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
者
＝
京
田
辺
・
八
幡

市
、
井
手
・
宇
治
田
原
町
に
お

住
ま
い
の
方

問
合
せ
先
＝
障
害
者
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
「
や
ま
び
こ
」

（
�
０
７
５
・
９
７
２
・
２
８

８
０
）

備
段
階
か
ら
自
分
で
で
き
る
教

室
で
す
。

日
時
＝
８
月
２３
日
�
午
前
１０

時
か
ら

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
者
＝
市
内
在
住
の
視
覚

に
障
害
の
あ
る
方

参
加
費
＝
無
料

申
込
・
問
合
せ
先
＝
府
視
覚

障
害
者
協
会
京
田
辺
支
部
長

岡
井
（
�
６５
・
３
０
４
５
）

400�献血　理解と協力をＰＲ 400�献血　理解と協力をＰＲ 
100人が新田辺駅へパレード

納
付
困
難
な
方
は
相
談
を

必ず納付を、滞納していると厳しい措置も

国
民
健
康

保

険

税

愛
の
血
液

助
け
合
い
運
動

府
警
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド

隊
に
よ
る
演
技
（
新

田
辺
駅
）

猛
暑
の
中
、
献
血
を
呼
び
か
け
パ
レ
ー
ド
す
る
み
な
さ
ん

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集 
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社
会
体
育
協
会
と
教
育
委
員

会
は
、
府
民
総
体
ボ
ウ
リ
ン
グ

競
技
の
部
に
出
場
す
る
代
表
選

手
の
予
選
会
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
９
月
16
日
�
午
前
１０

時
か
ら

会
場
＝
ス
ポ
ル
ト
新
田
辺

参
加
資
格
＝
市
内
に
在
住
・

通
勤
す
る
１８
歳
以
上
の
男
女

（
大
学
生
は
除
き
ま
す
）

種
別
＝
個
人
戦

参
加
料
＝
２
０
０
０
円
（
貸

し
靴
代
を
含
み
ま
す
・
当
日
徴

収
し
ま
す
）

申
込
方
法
＝
社
会
体
育
協
会

事
務
局
（
田
辺
中
央
体
育
館
内
）

に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
、

必
要
事
項
を
書
い
て
直
接
持
参

す
る
か
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

し
め
き
り
＝
９
月
３
日
�
午

後
５
時

申
込
先
＝
社
会
体
育
協
会
事

務
局
（
�
６２
・
１
５
０
１
、
�

６２
・
１
５
３
４
）

く
わ
し
く
は
、
市
ボ
ウ
リ
ン

グ
連
盟
事
務
局
　
森
（
ス
ポ
ル

ト
新
田
辺
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
内
、

�
６３
・
３
７
１
５
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

リサイクル 
情　　　報 

行　　　政 
トピックス 

社 会 体 育  
協 　 　 会  

野 外 活 動  
セ ン タ ー  学 研 都 市  

図書館 

消防団 

福　祉 

国　保 年　金 

保　健 　税 相　談 統　計 

消　防 

e t c . 中　央 
公民館 

田　辺 
児童館 

中　央中　央 
体育館体育館 

耳より 
情　報 

文　化 
協　会 

募　集 
します 

国 保 年 金  と う ち く  
消 費 生 活  
メ 　 　 モ  

田 辺 公 園  
プ ー ル  

社 会 福 祉  
協 議 会  

水　道 

中　央 
体育館 

国　際 
交　流 

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
日

日
ご
ろ
の
運
動
不
足
を
解
消

し
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
８
月
１１
日
�
午
前
９

時
３０
分
〜
正
午

場
所
＝
田
辺
中
央
体
育
館
・

田
辺
公
園
多
目
的
運
動
広
場

内
容
＝
卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
個
人
ま

た
は
家
族
で
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。参

加
料
＝
小
学
生
以
上
の
人

１
人
１
０
０
円
（
当
日
会
場
で

徴
収
し
ま
す
）

必
ず
室
内
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
田
辺
中
央
体

育
館
（
�
６２
・
１
５
０
１
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

使
用
講
習
会
開
き
ま
す

日
時
＝
９
月
３
日
�
午
後
３

時
〜
５
時
と
午
後
７
時
〜
９
時

の
２
回

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通

府民総体をめざして 府民総体をめざして府民総体をめざして 府民総体をめざして 
ボウリング競技予選会を開催

勤
・
通
学
す
る
１６
歳
以
上
の
人

定
員
＝
３０
人
ず
つ
６０
人

受
講
料
＝
１
０
０
０
円

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
の

往
信
用
に
受
講
希
望
日
時
・
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

(

勤
務
先
、
学
校
名
な
ど)

を
、

返
信
用
の
表
に
住
所
・
氏
名
を

書
い
て
田
辺
中
央
体
育
館
に
送

付
。
ま
た
は
、
住
所
・
氏
名
を

書
い
た
は
が
き
を
同
体
育
館
に

直
接
持
参
し
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

受
付
期
間
＝
８
月
１０
日
�
〜

２０
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
田
辺
中

央
体
育
館
（
〒
６
１
０
・
０
３

３
１
京
田
辺
市
田
辺
丸
山
１９
、

�
６２
・
１
５
０
１
）

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で

適
切
な
体
力
づ
く
り

あ
な
た
だ
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
８
月
１７
・
３１
日
�
午

後
５
時
〜
８
時
、
１１
・
１８
日
�

午
前
９
時
〜
正
午
、
１３
・
２０
日

�
午
前
１０
時
〜
正
午

場
所
＝
田
辺
中
央
体
育
館
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

内
容
＝
各
自
の
体
力
を
総
合

的
に
測
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に

あ
っ
た
効
果
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
提
供
し
ま
す

対
象
＝
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
使
用
承
認
証
を
お
持
ち
の
人

定
員
＝
１
時
間
に
２
人
の
割

合
利
用
料
＝
１
回
５
０
０
円

（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
使
用

料
は
別
途
必
要
で
す
）

申
込
方
法
＝
希
望
日
の
前
日

ま
で
に
、
田
辺
中
央
体
育
館
へ

電
話
ま
た
は
直
接
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
田
辺
中

央
体
育
館
（
�
６２
・
１
５
０
１
）

ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
を
開
き
ま
す

気
功
で
、
ス
ポ
ー
ツ
を
も
っ

と
楽
し
く
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
８
月
３０
日
�
午
後
７

時
３０
分
〜
９
時
３０
分

場
所
＝
田
辺
中
央
体
育
館

内
容
＝
山
内
式
気
功
体
操

こ
れ
か
ら
の
住
ま
い
を

す
ま
い
塾
と
納
得
工
房

関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
に

リサイクル 
情　　　報 

行　　　政 
トピックス 

社 会 体 育  
協 　 　 会  

野 外 活 動  
セ ン タ ー  学 研 都 市  

図書館 

消防団 

福　祉 

国　保 年　金 

保　健 　税 相　談 統　計 

消　防 

e t c . 中　央 
公民館 

田　辺 
児童館 

中　央 
体育館 

耳より 
情　報 

文　化 
協　会 

募　集 
します 

国 保 年 金  と う ち く  
消 費 生 活  
メ 　 　 モ  

田 辺 公 園田 辺 公 園  
プ ー ル  

社 会 福 祉  
協 議 会  

水　道 国　際 
交　流 

田 辺 公 園  
プ ー ル  

市
水
泳
記
録
会
の

参
加
者
を
募
集

田
辺
公
園
プ
ー
ル
は
、
第
９

回
市
水
泳
記
録
会
を
開
き
ま

す
。日

時
＝
９
月
２
日
�
午
前
１０

時
３０
分
か
ら
（
受
付
は
午
前
９

時
か
ら
）

場
所
＝
田
辺
公
園
プ
ー
ル

し
め
き
り
＝
８
月
１４
日
	

申
込
・
問
合
せ
先
＝
田
辺
公

園
プ
ー
ル
（
�
６５
・
３
１
１
３
）

対
象
＝
▼
ス
ポ
ー
ツ
団
体
お

よ
び
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー

ダ
ー
▼
市
民
で
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー

ダ
ー
を
目
指
す
人

申
込
方
法
＝
社
会
体
育
課

（
田
辺
中
央
体
育
館
内
）
に
備

え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
書
い
て
持
参
す
る
か
、
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

し
め
き
り
＝
８
月
２７
日
�

く
わ
し
く
は
、
社
会
体
育
課

（
田
辺
中
央
体
育
館
内
、
�

６２
・
１
５
０
１
、
�
６２
・
１
５

３
４
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

夏の交通事故防止府民運動実施中 夏の交通事故防止府民運動実施中 田辺警察署 �63-0110
〈期間〉 

〈重点目標〉 

〈スローガン〉 

暑い日も　さわやかマナーで　事故防止 

7月21日�～8月20日�までの31日間 

・子どもと高齢者の交通事故防止 
・若者（二輪車）の無謀運転と暴走行為の防止 
・シートベルトとチャイルドシートの着用の徹底 

最近、京都府内で二輪車乗車中の交
通死亡事故が多発しています。 
制限速度を必ず守り、ゆとりを持っ
た運転をしましょう。 

夕
涼
み
音
楽
会
で

夏
の
ひ
と
と
き
を

関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
記

念
公
園
は
、「
夕
涼
み
音
楽
会
」

を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
８
月
２５
日
�
午
後
６

時
か
ら
７
時

場
所
＝
関
西
文
化
学
術
研
究

都
市
記
念
公
園
観
月
楼
地
階

ホ
ー
ル
（
水
景
園
内
）

内
容
＝
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
＝
け
い
は
ん
な
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
管
弦
楽
団

入
園
料
＝
▼
一
般
…
２
０
０

円
▼
小
・
中
学
生
…
１
０
０
円

駐
車
料
金
＝
▼
普
通
車
…
４

０
０
円
▼
大
型
車
…
１
５
０
０

円
問
合
せ
先
＝
関
西
文
化
学
術

研
究
都
市
記
念
公
園
管
理
事
務

所
（
�
９３
・
１
２
０
０
）

入門からはじめましょう
社
会
体
育
協
会
は
、「
ボ
ウ
リ
ン
グ

教
室
」
入
門
編
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
９
月
６
・
１３
・
２０
・
２７
日

と
１０
月
４
日
の
５
回
で
い
ず
れ
も
木

曜
日
、
午
後
１
時
か
ら

会
場
＝
ス
ポ
ル
ト
新
田
辺

参
加
資
格
＝
市
内
に
在
住
す
る
人
。

た
だ
し
、
過
去
に
同
教
室
に
参
加
し

た
人
は
、
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん

参
加
料
＝
２
０
０
０
円
（
５
回
分
）

定
員
＝
先
着
４２
人

申
込
方
法
＝
社
会
体
育
協
会
事
務

局
（
田
辺
中
央
体
育
館
内
）
に
直
接

申
し
込
む
か
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
社
会
体
育
協

会
事
務
局
（
田
辺
中
央
体
育
館
内
、

�
６２
・
１
５
０
１
、
�
６２
・
１
５
３

４
）

D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D

D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D

DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD

DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD

H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H

市
民
邦
楽
発
表
会
が

中
央
公
民
館
で

日
時
＝
８
月
２６
日
�
午
後
０

時
３０
分
か
ら

場
所
＝
中
央
公
民
館

種
目
＝
箏
曲
・
地
唄
・
尺
八

本
曲
な
ど

く
わ
し
く
は
、
市
文
化
協
会

邦
楽
の
部
　
部
長
　
山
田
（
�

６２
・
６
４
１
５
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
民
歌
謡
発
表
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

日
時
＝
９
月
９
日
�
午
前
９

時
か
ら

場
所
＝
中
央
公
民
館

種
目
＝
歌
謡
曲

参
加
資
格
＝
市
内
に
在
住
・

通
勤
・
通
学
す
る
人

し
め
き
り
＝
８
月
１４
日
	

申
込
・
問
合
せ
先
＝
市
文
化

協
会
歌
謡
の
部
　
部
長
　
岡
井

（
�
６２
・
０
２
５
１
）

あ
る
積
水
ハ
ウ
ス
総
合
住
宅
研

究
所
は
、「
す
ま
い
塾
」
を
開

き
ま
す
。

第
１
０
０
回
と
な
る
今
回

は
、「
里
山
か
ら
考
え
る
」
と

題
し
て
、
自
然
を
主
人
公
に
写

真
を
撮
り
つ
づ
け
る
里
山
写
真

家
の
今
森
光
彦
さ
ん
を
迎
え
、

楽
し
く
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。日

時
＝
９
月
１
日
�
午
後
１

時
３０
分
〜
３
時

場
所
＝
積
水
ハ
ウ
ス
総
合
住

宅
研
究
所
（
木
津
町
）

内
容
＝
講
演
会
と
写
真
展

講
師
＝
里
山
写
真
家
の
今
森

光
彦
さ
ん

受
講
料
＝
無
料

申
込
・
問
合
せ
先
＝
積
水
ハ

ウ
ス
総
合
住
宅
研
究
所
す
ま
い

塾
事
務
局
（
�
７３
・
１
１
２
１
）

講
演
会
終
了
後
、
見
る
・
聞

く
・
触
れ
る
と
い
っ
た
体
験
を

通
じ
て
、
理
想
の
住
ま
い
を
発

見
し
て
い
た
だ
く
参
加
体
験
型

施
設
の
「
納
得
工
房
」
見
学
会

を
開
き
ま
す
。
所
要
時
間
は
約

１
時
間
で
す
。
申
込
時
に
「
見

学
も
希
望
」
と
お
伝
え
く
だ
さ

い
。

10
月
１
日
現
在
で
、
平
成
13
年
事
業
所
･

企
業
統
計
調
査
が
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま

す
。調

査
の
対
象
と
な
る
の
は
、
農
林
漁
家
を

除
く
す
べ
て
の
事
業
所
で
す
。

こ
の
調
査
は
、
統
計
法
に
基
づ
い
て
実
施

さ
れ
る
国
の
重
要
な
調
査
で
す
の
で
、
集
め

ら
れ
た
調
査
票
を
、
統
計
上
の
目
的
以
外
に

使
用
す
る
こ
と
は
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。
従
っ
て
、
各
事
業
所
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

は
、
法
律
に
よ
っ
て
し
っ
か
り
と
保
護
さ
れ

ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
事
業
所
を
も
れ
な
く
調
査

し
て
、
わ
が
国
の
産
業
構
造
や
、
事
業
活
動

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
行
わ
れ
ま

す
。
調
査
結
果
は
、
国
や
都
道
府
県
、
市
区

町
村
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
や
計
画

を
立
案
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
用

さ
れ
ま
す
。

９
月
下
旬
、
調
査
員
が
調
査
票
の
記
入
を

お
願
い
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
記
入
後
は
調
査
員
が
回
収
に
ま
い
り
ま

す
。問

合
せ
先
＝
府
統
計
課
（
�
０
７
５
・
４

１
４
・
４
４
９
５
）

基
礎
資
料
と
し
て
利
用
し
ま
す

平成13年（2001年）8月1日＜ 7 ＞

なやみごと 
（人権・行政） 
相談 

 

 
市民無料
法律相談 

府民無料
法律相談 

成人健康
相談 

乳幼児
相談 
リハビリ
電話相談 

健康相談 

老人健康
相談 

家庭児童
相談室 

育児相談 

消費生活
相談 

ふれあい
相談室 

土曜日 
なんでも相談 

心配ごと
相談 

心配ごと 
出張相談 

ボランティア
相談 

地域福祉 
権利擁護相談 

司法書士
法律相談 

弁護士による
無料法律相談 

人権擁護委員・行政
相談委員による相談 

広報広聴課 
�62-4343 

府田辺地方振興局 
�62-0173 

健康推進課 
�64-1334 
�64-1335 

田辺児童館 
�63-1081
普賢寺児童館 
�65-0153

産業振興課 
�64-1360 

市社会福祉 
協議会 
�62-5447 
�65-4962 

8月8日�　市役所会議室 
　22日�　北部住民センター 
　13：30～16：00

9月5日�　13：30～16：30 
市役所会議室 

弁護士による相談、8月
17日から電話予約受付 
（土・日曜日を除く） 
弁護士による相談、8
月17日に電話予約受付 

8月20日�　13：30～16：30 
府田辺地方振興局 
毎週月曜日　9：00～11：00 
保健センター 

成人を対象 
電話予約受付 

8月2日�　9：00～11：00 
保健センター 

身体計測、育児・発達
相談、栄養指導など 

8月14日	　9：00～11：00 
保健センター（�63-2662） 

家でできる訓練の方法や 
内容について（来所も可） 

8月22日�　13：30～15：00 
北部住民センター 

市民（乳幼児を除
く）を対象 

8月23日�　13：30～15：00 
打田構造改善センター 

60歳以上の人を
対象 

毎週月～金曜日　田辺児童館 
9：00～12：00　13：00～16：00 子どものことにつ

いて気にかかるこ
となど 毎週月～金曜日　普賢寺児童館 

9：00～12：00　13：00～16：00

毎週水・金曜日　13：30～16：00 
市役所3階306会議室 

くらしの中で購入する物や
サービスについての相談 

毎週月～金曜日　9：00～16：00 
社会福祉センター 

一人で悩まずどんなことでも
相談を、電話・来所・FAX可 

8月18日�　10：00～12：00
社会福祉センター 

日常生活全般についてどんな
ことでもお気軽に、予約制 

8月6日�・17日�・24日� 
13：30～16：00　社会福祉センター 

毎日の生活で心配なこ
と、わからないことに
ついて（日常生活全般
について） 

8月20日�　13：30～16：00　 
山本公民館 

8月1日�・17日�・9月5日� 
13：30～16：00　社会福祉センター 

ボランティア活動したい、 
ボランティアに来てほしい 

8月10日�　13：30～16：00 
社会福祉センター 

高齢者・障害者など対象に福祉
サービスの契約など生活支援 

8月17日�　13：30～16：00 
社会福祉センター 

登記・相続・離婚問題
など、予約制 

8月24日�　13：30～16：00 
社会福祉センター 

法律問題全般、予約制 

 

年金相談 

相談名 日時と場所 相談内容 問合せ先 
 

8月16日�　14：00～16：00 
社会福祉センター 

 
京都南社会保険事務所
による年金相談 

京都南社会 
保険事務所 
�075-643-3541
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2
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中央図書館 

北部住民センター図書室 

中央図書館 

新しい本の紹介 

�65-2500、�65-1222

８月のギャラリー
▼「京田辺市芸術家協会展」：辻尾仁郎＝

中学生から大人までのおはなし会
25日�午後2時～3時…山んば
話し手＝図書館サークルのいろりの会

移動図書館巡回表 
曜日 地区名 

草 内  

新興戸 

興 戸  
水 取  

普賢寺 

多々羅 
天 王  
高 船  

打 田  
松 井  

健康村 

東 
出垣内 
宮ノ口 
江 津  
山 本  
高 木  

南山東 

飯 岡  

巡回時間 
3：00～3：30

3：40～4：10

4：20～4：50
3：00～3：30

3：40～4：10

4：20～4：50
3：00～3：30
3：40～4：10

4：20～4：50
2：40～3：10

3：30～4：00

4：10～5：00

2：20～2：50
3：00～3：30
3：40～4：10
4：20～4：50
3：00～3：30

3：40～4：10

4：20～4：50

巡回日 駐車場所 
草内小学校北隣 
新興戸田中建設北50m
興戸公民館西200m
水取コミュニティセンター横 
普賢寺公民館前 
多々羅公民館西側空地 
天王バス停前 
高船農産加工センター前 
打田構造改善センター前 
松井児童公園北東50m
健康村公民館 
サンロイヤルアカデミア 
三山木小学校北側空地 
白山神社横 
江津公民館前 
山本出荷場精米所前 
高木公民館前 
南山児童公園 
飯岡バス停前 

火

曜

日

 

21
 

28
 

22
 

29
 

23
 

30
 

水

曜

日

 

木

曜

日

 

★中央図書館・北部住民センター図書室で借りられた本
も移動図書館で返すことができます。 
★貸出券は共通です。 
★その場で貸出券をおつくりしますのでお気軽にご利用
ください。 

7日	～12日�、中野順二＝14日	～19日
�▼「京田辺写真クラブ」：角田重雄＝21
日	～26日�▼「京都田辺山友会第3回山
の写真展」：平尾繁和＝28日	～9月2日�

８月のおはなし会
▼4日�午後3時～3時30分…じいよ、じい

よ▼8日�午後4時～4時30分…ラージャのカ
レー▼11日�午後3時～3時30分…あずきと
ぎのおばけ▼25日�午後3時～3時30分…四
人のなまけもの
話し手＝▼4日・11日・25日�…図書館

サークルのいろりの会▼8日�…図書館サー
クルのアンデルセンこばなしのかい

中央図書館 

北部住民センター図書室北部住民センター図書室 

新しい本の紹介 

北部住民センター図書室 
�63-7955、�63-7956

とうちくおはなし会
▼9日�午前11時～11時30分…かえしてん

か▼16日�午前11時～11時30分…山のネコ
たち▼22日�午後4時～4時30分…ぶどう畑
のアオさん▼23日�午前11時～11時30分…
わらしべ長者▼30日�午前11時～11時30分
…五本のゆびさん▼9月8日�午後3時～3時
30分…四人のなまけもの
話し手＝▼9日・16日・23日・30日�と9

月8日�…図書館サークルのおはなしバス
ケット▼22日�…図書館職員
夏休み期間中は、土曜日のおはなし会を

木曜日に変更します。

中央図書館 

北部住民センター図書室 

新しい本の紹介 新しい本の紹介 
「超・殺人事件―推理作家の苦悩―」
東野圭吾／著
税金をできるだけ少なくするために、自分

の遊んだお金を経費にしようと小説の内容を
変更したり、本を売るために殺人犯と取引し
てしまう作家たち。ページ数を多くするため
に必要のない部分を増やそうとする編集者な
ど、推理小説の裏側を題材にして書かれた推
理小説です。

種　別　　日にち 　対　　　象 

三種混合 

ツベルク 
リン反応 
判定・ 
ＢＣＧ 

生後6～18か月の乳幼児 

13年3月生まれおよび申込者 
 

予防接種の日程 
受付時間＝13：30～14：30
場所＝保健センター　　　
問合せ先＝健康推進課（�64-1334）

毎週日曜日・祝日 
受付時間 
　　8：30～14：30

愛の献血 
8月27日� 
　10：00～11：30 
    三山木福祉会館 
　12：45～15：30 
　山城田辺自動車学校 

休日応急診療所開設 

8月1日� 
8月20日�

8月8日� 

9月3日�

8月6日� 

 

 

8月6日にツ反を受けた人 

 

 

 

国民健康保険税‥‥第3期 

●お忘れなく納付ください 

〈今月の市税等〉 

お申し込みは 

金融機関（郵便局含む）にて 

国保年金課（�63-1122） 

便利な 

市 納 
の は 

付 税 

固定資産税‥‥第2期  税務課（�64-1318） 

  なやみごとなやみごと 
（人権（人権・行政）行政）相談相談 
  なやみごと 

（人権・行政）相談 

時と場所 

毎月　 
第2水曜日（市役所会議室） 
第4水曜日（北部住民センター） 

いずれも午後1時30分～4時 
祝日の場合はありません 

？ 

？ 
？
 

相談は無料で、秘密は 
固く守ります。 

　お気軽にお越し下さい。 

市 内 の で き ご と 、
ニュース、催しなどが
あるときは、お知らせ
ください 

広報広聴課 
（�64-1320） 

もう 
いらなく 
なったよ 

ゆずって 
ほしいな 

おおむね60歳以上の 
健康で働く意欲のある方 
入会をお待ちしております 
申し込み・お問い合わせは、電話でＯＫ！ 

京田辺市田辺沓脱14番地 
（旧商工会館）TEL65-4020

�京田辺市シルバー人材センター 



広 報 　 き ょ う た な べ ＜ 8 ＞

『ほっとできたかな』 
～旅で見つけたふれあいと新しい自分～ 

8月1日�～7日�は観光週間 です。 
 

やさしい市役所に やさしい市役所に やさしい市役所に 

夏
休
み
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

お
も
ち
ゃ
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

夏
休
み
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
パ
ー
ト
１
が
７
月
２１
日
に
北

部
住
民
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
参
加
者
は
人
形
劇
な
ど
を
見
て
楽
し

い
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。「
空
気
と
あ
そ
ぼ
う
」
を
テ
ー
マ
に
開

か
れ
た
手
づ
く
り
会
で
は
、
牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
っ
て
コ
ロ
コ
ロ
カ
ー

づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。「
お
も
し
ろ
い
」「
家
で
も
作
っ
て
み
よ
う
」

な
ど
と
言
い
な
が
ら
、
う
ち
わ
で
風
を
起
こ
し
、
所
狭
し
と
ホ
ー
ル

内
を
走
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

北
部
住
民
セ
ン
タ
ー
と
大
住

シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
バ
ン
ド
は
、

北
部
夏
ま
つ
り
を
開
き
ま
す
。

夏
の
夕
暮
れ
の
ひ
と
と
き
、

さ
わ
や
か
な
バ
ン
ド
演
奏
に
耳

を
傾
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
８
月
１５
日
�
午
後
６

時
３０
分
〜
８
時

場
所
＝
大
住
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド内

容
＝
▼
吹
奏
楽
演
奏
▼
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど

く
わ
し
く
は
、
北
部
住
民
セ

ン
タ
ー
（
�
６３
・
７
９
５
５
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ガ
ラ
ス
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
で

空
き
ビ
ン
を
小
物
入
れ
に

夏
休
み
の
１
日
を
友
だ
ち
と
い
っ
し
ょ
に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う

と
、
普
賢
寺
児
童
館
の
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
が
、
７
月
２４
日
に
空
き

ビ
ン
を
使
っ
た
ガ
ラ
ス
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
イ
ン

ス
タ
ン
ト
コ
ー
ヒ
ー
や
ジ
ャ
ム
な
ど
の
空
き
ビ
ン
を
持
ち
寄
っ
た

子
ど
も
た
ち
は
、
手
を
絵
の
具
で
汚
し
な
が
ら
も
、
思
い
思
い
の

模
様
を
描
き
、
空
き
ビ
ン
を
小
物
入
れ
や
花
瓶
に
作
り
変
え
て
い

ま
し
た
。

22222222222222222222222222222222

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

音楽といっしょに夕涼み音楽といっしょに夕涼み 音楽といっしょに夕涼み 大
住
中
学
校
で

１５
日
に
北
部
夏
ま
つ
り

四苦八苦しながら熱心に
パソコン入門講習会が開講

商工会は、市の委託を受け、パソコン入門講習会（2講
座＝4日間）を7月21日から開講。パソコンの基本操作や
文書作成・電子メールの送受信などを学びました。参加
したみなさんは、思いどおりに動かないパソコンに四苦
八苦の様子。講師のわかりやすい説明を受け、キーボー
ドやマウスを操作し簡単な文章作成やインターネットに
接続して、ＩＴを実感していました。

案内看板やトイレに補助台を設置

市
役
所
が
市
民
の
方
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
と
、

市
は
赤
ち
ゃ
ん
の
オ
ム
ツ
替
え
な
ど
に
利
用
で
き
る
補
助
台
を
ト

イ
レ
に
新
設
。
ま
た
、
課
名
を
書
い
た
表
示
板
を
一
新
し
ま
し
た
。

市
役
所
２
階
の
東
側
ト
イ
レ
に
設
置
し
た
補
助
台
は
、
赤

ち
ゃ
ん
の
オ
ム
ツ
替
え
や
荷
物
な
ど
が
置
け
る
ワ
イ
ド
タ
イ
プ
。

安
全
ベ
ル
ト
が
付
い
て
い
る
の
で
、
赤
ち
ゃ
ん
の
体
を
確
実
に
固

定
で
き
ま
す
。

ま
た
、
課
名
表
示
板
は
庁
舎
内
に
あ
る
全
て
の
課
・
室
ご
と

に
廊
下
天
井
に
設
置
。
従
来
の
も
の
よ
り
文
字
が
大
き
く
な
り
、

見
や
す
い
も
の
に
。
ま
た
、
英
語
と
ハ
ン
グ
ル
で
も
表
記
し
て
お

り
国
際
化
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

新
た
に
市
役
所
に
設
置
さ
れ
た
課
名
表

示
板
（
左
側
）。
日
本
語
の
ほ
か
に
英

語
・
ハ
ン
グ
ル
で
表
示
し
て
い
ま
す

赤ちゃんのオムツ替えなどができる補助台
（市役所２階東側トイレ内）

軽
快
な
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
涼
み
ま
せ
ん

か
（
昨
年
の
北
部
夏
ま
つ
り
か
ら
）

牛
乳
パ
ッ
ク
で
作
っ
た
コ
ロ
コ
ロ
カ
ー
を
う
ち
わ
で
あ
お
ぎ
走

ら
せ
る
参
加
者
（
北
部
住
民
セ
ン
タ
ー
）

講
師
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
パ
ソ

コ
ン
操
作
を
学
ぶ
（
商
工
会
館
）

空きビンにガラスペインテ
ィングをする子どもた

ち（普賢寺児童館） ＰＯＣＫＥＴ
ＣＡＭＥＲ

Ａ
ポ
ケ
ッ
ト
カ
メ
ラ
ＰＯＣＫＥＴＣＡＭＥＲＡポケ

ット

カ
メ
ラ
Ｐ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
Ｅ
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ｍ
ＥＲ
Ａ

ポケ
ット
カメラ 　　

市内各地での市内各地での 
いろいろな催しをいろいろな催しを 
紹介します紹介します 

市内各地での 
いろいろな催しを 
紹介します 

ポケット 
　カメラ 
ポケット 
　カメラ 


